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坂本青少年の家廃止に係る市民説明会 

 

日時 令和４年（2022年）10月 27日 13時～

場所 坂本青少年の家 体育室 

 

１ 施設廃止の背景 

  本市の公共施設を取り巻く環境は、全国的な傾向と同様、人口減少や少子高

齢化、そして行政ニーズの多様化など、大きく変化しています。 

  また、施設の老朽化が進み、その多くが更新時期を迎えることから、そのた

めの財源確保が課題となっています。 

  こうした状況に対応するために、公共施設の規模や内容など、施設の在り方

の見直しを位置づけた横須賀市ＦＭ戦略プランを策定し、主に旧耐震基準で整

備された青少年の家を廃止することとしました。 

＜青少年の家の廃止（予定含む）時期＞ 

廃止時期 施  設  名 

令和４年３月末 本公郷 

令和４年９月末 池上、武山（コミュニティセンターとの一体化） 

令和６年３月末 追浜、坂本、衣笠、浦賀、鴨居、久里浜、大楠 

令和８年３月末 森崎 

【参考】横須賀市ＦＭ戦略プランに関する記載（資料１・２） 

 

２ 現在の利用方法と廃止後の対応について 

利用区分 現在の利用方法 廃止後の対応 

① 

小学生の利用 

・小学生（全児童対象）が放課

後等に個人利用 

・留守家庭の小学生がランドセ

ル置場※１を利用 

・小学生（全児童対象）は、小

学校の教室や校庭等を使い、

市福祉こども部が放課後子

ども教室※２を開設 

・留守家庭の小学生については

上記のほか、放課後児童クラ

ブ（学童保育）※３の利用料

を引き下げ、利用拡充 

② 

団体利用 

体育室（集会室）や会議室など

を予約して専有的に利用 

近隣のコミュニティセンター

等の公共施設を団体利用して

いただくことを想定 

③ 

個人利用 

体育室(集会室)や遊戯室・談話

室などを予約なしで他の利用

者と混在で利用 

コミュニティセンター等に居

場所機能(個人が予約なしで自

由に訪れることができるスペ

ース等)の設置を検討 
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＜ 用 語 の 説 明 ＞ 

対象の用語 説   明 

※１ 

ランドセル置場 

・放課後、保護者等が仕事などで不在の小学校低学年の児童が、

下校後、家に帰らず、直接青少年の家を利用する制度です。 

 ＊利用方法は通常来館する小学生が利用する場合と同じ 

【開設時間や利用料】 

・月曜日～金曜日の 13時～18時 

（10月～３月は 17時まで） 

・利用料：無料 

※２ 

放課後子ども教室 

・開設小学校の児童が、教室や校庭等で放課後の時間を利用し

て、多様な体験・活動を行える場です。 

・青少年の家の廃止に伴い、令和６年度開始時点までに、市福

祉こども部が近隣小学校の施設を使い開設する予定です。 

【開設時間や利用料】 

・月曜日～金曜日の授業終了後（概ね 14 時 30 分）～16 時 30

分（10月～３月は 16時まで） 

＊学校が休校となる土・日・祝休日や長期休業中などは休み 

・利用料：無料 

※３ 

放課後児童クラブ 

（学童保育） 

・共働きの家庭など留守家庭の小学生が放課後等に適切な遊び、

生活の場として、放課後児童支援員等に見守られながら過ご

す場です。 

・開設時間や利用料は各クラブにより異なります。 

・ひとり親世帯等の減免制度があります。 

【開設時間や利用料（公設民営の放課後児童クラブ）】 

・月曜日～金曜日の放課後（概ね 14時 30分）～19時 

・土曜日や長期休業日の８時～19時 

・利用料：月額 13,000円（８月は 18,000円） 

【参考】青少年の家の利用者状況と周辺の公共施設について（資料３・４・５） 

 

３ アンケートについて 

青少年の家（建物）については廃止しますが、市民の皆さんにとって必要な

機能は、他の施設の利用方法の見直し等により、対応することができないか、

今後、検討を進めていきます。 

このため、現在、青少年の家をご利用いただいている方を中心に、ご意見を

いただきたいと考えていますので、別紙アンケートについてご協力をお願いい

たします。 

 

 

 

問い合わせ先（青少年の家について）  青少年会館 046-823-7630 

（ＦＭ戦略プランについて）ＦＭ推進課 046-822-9617 
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１ 横須賀市の公共施設の現状 

平成29年度（2017年度）からの36年間における公共施設の更新費用を推計し

た試算では、総額で約3,078億円、年平均約85.5億円の経費が必要と見込まれ

ています。これは、現状の更新費用の年平均予算額約59.6億円に比べ、年平均

で約25.9億円（約30％）不足していることになり、将来世代に大きな負担がの

しかかっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 横須賀市を取り巻く状況 

 

 

公共施設を今の規模・機能のまま維持することは難しい 

 

 

 

資料１ 

みんなで考えよう 私たちの公共施設の未来 

人口減少 

行政ニーズの変化 社会保障費の増加 

少子高齢化 

将来に向けて、公共施設のあり方を見直さなければならない  
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参考資料（横須賀市「ＦＭ戦略プラン（令和元年７月策定）」より抜粋） 

 

 
 

 

 

 

 

 

  
概要版 

（1,622KB） 

通常版 
（3,457KB） 

資料２ 

詳しくは、本市ホームページに掲載 

している「横須賀市 FM戦略プラン」 

をご参照ください。 

左記の QR コードからアクセスできま

す。 
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＜施設利用者状況＞ 

 

 

令和３年度利用者数内訳（延べ利用人数） 

開館日数 270 日

区分

施設名 団体数 人員

坂本青少年の家 354 2,605 190 2,858 1,123 388 99 1,037 5,695 8,300 30.7

総計
人数

１日平均
人数高校生 大学生 一般成人 合計

団体利用

幼児 小学生 中学生
（延べ数）

個人利用（延べ数）

 

 

 

令和３年度団体利用部屋稼働率 

坂本青少年の家 体育室 会議室 和室 研修室
稼動率（部屋別） 63.2% 12.6% 0.8% 7.2%  

 

 

 

資料３ 
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資料４ 
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周辺公共施設のご利用申し込みについて（概要） 

 

１ 横須賀アリーナ（総合体育会館） 

（１）利用にあたっては、あらかじめ利用者登録をした後、各施設を予約いただ

く必要があります。 

（２）予約は、「抽選」でする方法と「抽選終了後に空き部屋を先着」でする方

法があります。 

（３）予約者（団体）が専有して利用することから、いずれの部屋も利用料をご

負担いただくことなります。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 青少年会館 

（１）事前の利用者登録はありません。 

（２）予約は先着順で、窓口で使用申請書を提出していただきます。電話で「仮

予約」も受け付けております。 

（３）予約者（団体）が専有して利用することから、いずれの部屋も利用料をご

負担いただくことなります。 

 

 

 

 

 

 

３ 坂本コミュニティセンター 

（１）令和６年度中に、現在の坂本青少年の家に移転し、新たな坂本コミュニテ

ィセンターとして運営します。 

（２）現在の坂本コミュニティセンターは、新たな坂本コミュニティセンターへ

の移転に伴い廃止します。 

 

 

資料５ 

＜金額の一例＞ 

横須賀アリーナ第１競技場〈1/3利用〉（約 700㎡・定員 160人）  

体育・スポーツを目的とし、入場料を徴収しない場合  

2,200円/平日 9：00～12：00の３時間 

     

＜金額の一例＞ 

ホール（約 460㎡・定員 331人） 1,200円/１時間 

会議室（約 82㎡・定員 65人） 400円/１時間 

和室（約 31㎡・定員 24人） 300円/１時間 


